
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

（１）受入期間：令和５年 1２月 8 日(金)～12 月２２日(金)  
（２）フィジー国政府関係者の所属：公共事業気象運輸省、財務省、地方自治省、環境局、   

フィジー水道公社（計 10 名） 
（３）研修内容：講義、現地視察等 

 
 

 

令和 5 年1２月1３日（水）・15 日（金） 

※ 取材については、事前のご案内が必要なため、取材日の２日前迄にご連絡下さい。 

 

 

 

日程 時間 内容（施設イメージは次ページ） 場所 住所 

12/13(水) 10:00 ～ 12:00 
水処理施設 

下水バイオガス発電施設 
中部水処理センター 中央区荒津 2-2-1 

12/15(金) 10:00 ～ 12:00 リン除去回収施設 和白水処理センター 東区塩浜 3-2500 

令和５年 12 ⽉６⽇ 
福岡市道路下⽔道局 
J I C A 九 州 

【お問い合わせ先】 

  福岡市 道路下水道局 総務部 政策調整課 八島、森川 

   電話 ０９２-７０７-３８５３  

  JICA 九州 研修業務課 三浦 

電話 ０９3-６７１-8360 

福岡市は、これまで、フィジー国の水環境改善に向け、国土交通省や環境省事業等を活用した 

技術協力を行っており、現在は、JICA の事業である「フィジー国西部地区汚水処理マスタープラン

策定プロジェクト」にアドバイザーとして参画しております。 

この度、福岡市は、上記プロジェクトの一環として、フィジー国政府関係者を、現場視察等に受入

れることになりましたので、お知らせいたします。 

福岡市の下水道事業を学びに 
フィジー国から 10 名の政府関係者が来福！ 

◆ 取材可能日 

オンライン研修 

◆ 研修概要 

下水処理場の視察 技術研修 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ 相手方 ：フィジー上下水道公社（WAF） 
 
・ 事業期間：令和３年 10 月～令和６年９月 
・ 事業内容：①フィジー西部地域の汚水処理マスタープラン策定 

②優先都市における汚水処理マスタープランの策定 
③優先プロジェクトの実現可能性調査の実施 

     ④フィジーの下水道事業維持管理体制の強化に向けた研修 
・ 福岡市の役割：アドバイザー（マスタープラン策定に向けた助言やオンライン研修等） 

 

・面 積：1 万 8,270 平方 km（四国とほぼ同じ大きさ） 

・人 口：924,610 人（令和 3 年時点） 

・首 都：スバ 

・上水道普及率：約 7０％ 

・下水道普及率：約 2０％ 

（Fiji 2017 Population & Housing Census 〔平成 29 年〕） 

リン除去回収施設 

イメージ図 各水処理過程での水質 

下水バイオガスを利用した発電施設 

放流水 

中部・和白水処理センターの発電電力量  
総発電電力量：約 13.0GWh〔約 3,960 世帯相当〕（R4） 

和白・東部水処理センターの再生リン回収量 

約 120t（R4） 

全水処理センターの処理能力：約 70 万 m3/日 
（福岡市が管理する６つの水処理センター） 

下水汚泥からのリン除去回収システム「MAP 法」の採用は、日本初 

沈砂池 

（流入水） 

 
反応 

タンク 

最終 

沈殿池 

最初 

沈殿池 

水処理施設（中部水処理センター） 

下水バイオガス発電施設（中部水処理センター）、 リン除去回収施設（和白水処理センター） 

消毒 

設備 

◆JICA「フィジー国西部地区汚水処理マスタープラン策定プロジェクト」の概要 

フィジー共和国 


